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主な成果（〇）と課題（▲） 全国差：全国平均正答率との差 

小 学 校 算 数 

全体の結果（正答数分布グラフ等からの分析） 

〇平均正答率は、６５．０％である。 

〇平均正答数は、１０．５問/１６問であり、全国を上回る。※全国１０．１問/１６問 

〇市の平均正答率は、全国差＋１．８％である。 

学習指導要領の領域、評価の観点、問題形式別結果 

〇学習指導要領の領域「Ａ数と計算」では、全国差＋２．８％である。 

〇評価の観点「思考・判断・表現」では、全国差＋２．８％である。 

〇問題形式「記述式」では、全国差＋２．６％である。 

問題別結果（正答率、無回答率からの分析） 

〇２－（１）「百分率で表された割合を分数で表すことができる」では、全国差＋７．５％である。 

〇１－（４）「示された場面において、目的に合った数の処理の仕方を考察できる」では、全国差＋

５．１％である。 

〇市の平均無回答率は１．１％であり、全国の平均無回答率３．５％を下回る。 

▲１－（２）「二つの数の最小公倍数を求めることができる」では、全国差－１．３％である。 

▲４－（３）「図形を構成する要素に着目して、ひし形の意味や性質、構成の仕方について理解して

いる」では、全国差－３．３％である。 

今後の方策例（※４－（３）を例に） 

「図形を構成する要素に着目して、ひし形の意味や性質、構成の仕方について理解しているかどう

かをみる」 

令和４年度 全国学力・学習状況調査報告書（国立教育政策研究所）より 
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令和４年度全国学力・学習状況調査 三郷市の調査結果分析と今後の方策例 


